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し

Ⅰ．イントロダクション
質量分析の拡大（1）

「なぜ質量分析なのか」
対象とする多様な化合物を高精度かつ高効率に分析（多成分一斉分析）できる
質量分析の優れた特徴が、以下の分野を中心に力を発揮、需要が拡大してきた。

 生体に関する分子の分析
アミノ酸，たんぱく質，脂質，糖質 創薬

診断

 環境中に残留する有害な微量物質の分析
ダイオキシン類，農薬・動物医薬品，揮発性有機化合物

 材料研究
新素材の開発，素材の高機能化 等
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し

Ⅰ．イントロダクション
質量分析の拡大（2）

「どう発展してきたのか」
 20世紀初頭に無機元素の同位体分析で、質量分析が欧米で研究され始めた。
 1950-1960年代：石化燃料・合成品また生体分子など、有機化合物の分析に質量分析が発展。
 1970年代：クロマトグラフと結合、両者の特徴が融合し質量分析は大きく発展。
 1980年代：コンピュータ化が進み、装置制御・データ処理能力が飛躍的に向上。

「どういう分野で拡大して行くのか」
 有害化学物質規制分野(食品・環境・禁止薬物等)
 ヘルスケア分野：バイオ医薬等医薬品の開発と疾病の検査等
 機能性材料分野、機能性食品分野
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磁場型MS 出来事

第
Ⅰ
期

1965年頃 質量分析の予備調査に着手 1965 朝永振一郎､ノーベル物理学賞

1969 アポロ11号､月面着陸1969 スウェーデンLKBと提携、『磁場型』の最初のGCMS 、LKB-9000 を日本に導入

1971 LKB-9000 の島津での生産を開始、1号機を北海道工業試験所に納入

1972 日中共同声明
1973 第1次オイルショック

1975 ベトナム戦争終結
1976 ロッキード事件
1978 日中平和条約調印

1972 GCMSデータ処理システム GCMSPAC-300 を発売

1970年代
後半

LKB-9000 の技術をベースに質量分析を発展、GCMS-6020・GCMSPAC-90など次々に製品
を開発

1978年頃 四重極型質量分析の要素技術開発をスタート

LKB-9000 GCMS-6020

Ⅰ．イントロダクション
島津の質量分析発展ヒストリー（1）
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（続き） GCMS・LCMS MALDI-TOF MS 出来事

第
Ⅱ
期

1982 『四重極型』の最初のGCMS､GCMS-QP1000を
発売、大きな反響を得る

レーザーイオン化質量分析計の研究開発をスタート
1983年に田中耕一が開発チームに加わる

1981 福井謙一氏､ノーベル化学賞

1985 プラザ合意
1986 チェルノブイリ原発事故
1987 利根川進氏､ノーベル医学･生理

学賞

1987 ━ LAMS50Kを発売

1988 四重極型 LCMS-QP1000を発売(一部技術導入) ━

1989 ━ 英KRATOSを買収 1990 東西ドイツ統一
1991 湾岸戦争勃発

ソ連邦崩壊

1995 阪神淡路大震災
地下鉄サリン事件

1999 欧州統一通貨ユーロ誕生

1992 GCMS-QP5000を発売 ━

1994 ━ KRATOSよりMALDI-TOFMS､
KOMPACT-MALDI Ⅰを発売

1997 LCMS-QP8000を発売 ━

2001 GCMS-QP2010を発売 KRATOSよりMALDI-TOFMS、AXIMAを発売 2001 米国同時多発テロ
中国WTO加盟

2003 イラク戦争

2007 世界同時株安(サブプライム)
2008 南部陽一郎ら3氏､ノーベル物理学

賞､下村脩氏､ノーベル化学賞

2002 LCMS-2010を発売 マトリクス支援レーザー脱離イオン化法(MALDI)
の開発で田中耕一がノーベル化学賞を受賞

2004 LCMS-IT-TOFを発売

2007年頃 トリプル四重極型質量分析の技術開発をスタート

LCMS-QP1000

MALDI-TOF AXIMA

Ⅰ．イントロダクション
島津の質量分析発展ヒストリー（2）

GCMS-QP1000

LAMS50K
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（続き） GCMS・LCMS・ICPMS MALDI-TOF MS 出来事

第
Ⅲ
期

2010 『トリプル四重極型』の最初のLCMS､LCMS-8030を発売 仏bioMērieuxにMALDI-TOF MSの供給
を開始 2011 中国のGDP､世界第2位になる

東日本大震災
2012 山中伸弥氏､ノーベル医学生理学賞

2014 ウクライナ危機
赤崎勇ら3氏、ノーベル物理学賞

2015 米・キューバ国交回復

2016 英、EU離脱表明

2017 トランプ米大統領就任

2012 トリプル四重極型GCMS-TQ8030・LCMS-8040を発売 ━

2013 トリプル四重極型LCMS-8050を発売 MALDI-7090(高分解)

2014 トリプル四重極型GCMS-TQ8040を発売 質量顕微鏡 iMScopeを発売
(IT-TOF技術の活用)

2015 トリプル四重極型LCMS-8060､GCMS-QP2020を発売 ━

2016 ICPMS-2030、トリプル四重極型LCMS-8045・
GCMS-TQ8050を発売 ━

2017 DPiMS-2020を発売 MALDI-8020(小型卓上型)を発売

第
Ⅳ
期

2018 『四重極飛行時間型』の最初のLCMS、LCMS-9030を発売、
高分解能市場を開拓 ━

… … ━

Ⅰ．イントロダクション
島津の質量分析発展ヒストリー（3）

iMScope MALDI-8020
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持続的な研究開発･技術導入により､最新の要素技術を絶えず蓄積｡これらを統合することで､新製品をタイム
リーに投入､同時にマーケットオリエンテッドなアプリケーションの提供も並行して実施､需要を開拓してき
た｡

Ⅰ．イントロダクション
島津の質量分析の発展ヒストリー（4）

2000 201820102005 2015

MALDI-7090
2013.8

MALDI-TOFMS AXIMA
2001.8

MALDI-8020
2017.10

LCMS-IT-TOF
2004.4

LCMS-9030
2018.6

GCMS-QP2010
2001.6

GCMS-TQ8030
2012.5

LCMS-8060
2015.5

LCMS-2020
2008.9

質量顕微鏡
“iMScope Trio”

2014.8

GCMS-QP2020
2015.11

LCMS-2010A
2002.7

LCMS-8030
2010.8

LCMS-8040 
GCMS-TQ8030

2012.5

LCMS-8050
2013.8 

ポリマー 1996.9：熱分解GS／MSデータベース・検索ソフト

食品安全 2004.9：LC/MS用農薬ライブラリ

製薬 2006.10：LCMS-IT-TOF用たんぱく解析ソフトウェア

クリニカル 2012.8：新生児代謝異常スクリーニングソフトウェア 『Neonatal Solution』

ライフサイエンス 2017.3： LC/MS/MSメソッドパッケージ DLアミノ酸

GCMS-TQ8050
2016.8
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Ⅱ．質量分析計概論
仕組み・需要動向・ベンダー

質量分析の仕組み

1) 化合物分子を「イオン化」、 2) 電気的・磁気的作用により質量電荷比（m/z）に応じて
種類別に「分離」、そして 3) 分離されたイオンを「検出」する。
得られるマススペクトル（横軸：m/z=種類、縦軸：検出強度=含有量）は、既知物質の
同定や未知物質の構造決定を行う際の非常に有力な情報となっており、創薬、食品安全、
環境、またクリニカル検査など幅広い分野での導入が拡大している。

製品タイプ・需要動向

グローバルベンダー

「質量分離」方式の違いで、大きく9タイプに分類される。 ☛ p. 17
高感度化・高分解能化の追求で、需要は拡大傾向にある（向こう5年間のCAGRは 6-7%
と予想される）。

島津のほか米4社及び独1社の6社が主要なグローバルベンダー。 ☛ p. 17
高度な技術、多様なアプリケーション、またメンテナンスサービス体制などの総合力が
求められる。新規参入障壁は高いと言える。
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Ⅱ．質量分析計概論
マススペクトル

マススペクトルは質量分析計で得られるデータ、図はm/ Z  609.2802のレセルピン（精神安定剤・血圧降下剤）
のマススペクトルを示す。
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〈LCMSの構造〉
1) イオン化部 2) 分離部：Triple Quadrupole

質量分析部 (1)
不要なイオンを除外
し､質量数から特定の
イオンを選択

イオン導入部
HPLCで分離した試料
の｢イオン化｣を 行う

コリジョンセル
選択したイオンにガス
をスプレーし分解

質量分析部 (2)
質量数から特定のイオ
ンを選択

3) 検出部

2) 分離
m/zに応じ種類ごとに分ける

3) 検出
分離したイオンを検出

4) 解析
PC画面上のMSスペクトルを解析

☛ p.10 ご参照

排気
ポンプ

高
真
空

高
真
空

1) イオン化
原子・分子をイオンにする

※高真空：酸素分子等の影響を排除しイオンの検出効率を高める．

Ⅱ．質量分析計概論
質量分析計の構造
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 気相でイオンを作る
電子衝撃(EI) → GCMS 

化学イオン化(CI)→ GCMS
大気圧化学イオン化(APCI)：LCMS
大気圧光イオン化(APPI)：LCMS

 液相でイオンを作る（Spray法）
サーモスプレー(Thermospray)
電子スプレー(Electrospray)：LCMS

 固相でイオン化を作る（Desorption法）
Field Desorption(FD)
Fast Atom Bombardment(SIMS/FAB)
Matrix Assisted Laser Desorption Ionization：MALDI、iMScope

Ⅱ．質量分析計概論
イオン化 (1)

生化学への
展開

化学修飾など、より高度な分析の実現へ
MS/MS
高分解能
定量感度向上

質量分析ができる化合物の種類を拡大するため､様々なイオン化法が考案・実用化されてきた。



2018.7 質量分析計事業説明会資料 132018.7 質量分析事業説明会資料

Ⅱ．質量分析計概論
イオン化 (2)

高分子化合物の分析など、質量分析の利用分野の拡大が図られてきた。

LC分析対象領域
中極性 高極性無極性

10,000

1,000

100

分子量

大気圧光イオン化法（APPI）

10

100,000

GC分析対象領域

電子衝撃（EI）
化学イオン化（CI）

大気圧化学イオン化法（APCI）

エレクトロスプレー（ESI）

MALDI

大気圧光イオン化法(APPI）
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Ⅱ．質量分析計概論
質量分離 (1)：分離法による分類

様々な分離法を実用化することで、環境・食品安全などの汎用的な分野から、高感度・高分解能が求め
られる先端的創薬・医療のハイエンド分野まで用途が拡大してきた。

MS MS/MS

汎用分析 〈1〉SQ(シングル四重極)型 〈4〉TQ(トリプル四重極)型
〈5〉イオントラップ型

高分解分析 〈2〉TOF(飛行時間)型
〈3〉磁場型

〈6〉Q-TOF(トリプル四重極-飛行時間)型
〈7〉Orbitrap(オービトラップ)型

GCMS-QP2020〈1〉 LCMS-2020〈1〉

LCMS-IT-TOF〈2〉 MALDI-TOFMS〈2〉 質量顕微鏡〈2〉

GCMS-TQ8050〈4〉 LCMS-8060〈4〉

LCMS-9030〈6〉

高感度分析

高分解分析
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Ⅱ．質量分析計概論
質量分離 (2)：MS/MSの仕組み

〈Q2 コリジョンセル〉
選択したイオンを分解

〈Q3 四重極〉
特定のイオンを選択e-e-e-

〈イオン源〉

e-e-e-

〈Q1 四重極〉
イオンを選択

アルゴン
ガス噴霧

〈検出器〉
特定した質量イオンの数を測定

Q1で質量分離したイオンを、Q2で分解、Q3で壊れたフラグメントを分離する。分子量が同じでも壊れ方の違いで
化合物が識別できる。微量の定量、分子の構造推定ができる。

MS/MSでは、分子量28のCO・N2・C2H4 は
以下の様に検出される。
CO：C(12)・O(16)
N2：N(14)
C2H4 ：C2H3(27)
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し
「四重極」型等の質量分析計では、例えば
CO・N2・C2H4 の分子量28の整数情報は得
られるが、これらのどれかを正確に特定する
ことはできない。☞ p.15
「四重極」型は、既知の試料の定量分析に最
適である。

Ⅱ．質量分析計概論
質量分離 (3)：高分解能

高分解
分析

「TOF（飛行時間）」型等の高分解機能を有する質量
分析計では、1/1000オーダーの分子量を分析する能
力を有している。 たとえば、CO=27.9949・
N2=28.0062・C2H4=28.0312の分子量データと
比較することで、C2H4と特定できる。
特にMS/MSと融合された「Q-TOF」型は、精密な定
性分析・構造解析のほか、微量の定量が可能である。

LCMS-9030
（ Q-TOF LC/MS）

LCMS-8045
（トリプル四重極型 LC/MS）

m/z 28 2927

28.031

28.0 .1.9m/z 27.0
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※青太字：島津が手掛けるタイプ 機種 主要ベンダー 主要分野

四重極(Quadrupole) LCMS Triple Quadrupole LCMS
Single Quadrupole LCMS 島津, DHR, A, WAT, TMO 製薬，CRO，大学，病院，バイオ

飛行時間型(Time of Flight) LCMS Q-TOF，LC-TOF 島津, WAT, DHR, BRKR, A CRO，製薬，バイオ，大学，食品

トラップ(Trap) LCMS Orbitrap，Ion Trap LCMS
FT-ICR TMO, BRKR バイオ，大学，CRO，製薬

GCMS
Single Quadrupole GCMS
Triple Quadrupole GCMS
Ion Trap GCMS，TOF GCMS

島津, A, TMO, PKI, BRKR 環境，政府機関，食品，大学，
石油化学・一般化学

MALDI-TOF MALDI-TOF, MALDI-TOF/TOF，
MALDI-Q-TOF 島津(KRATOS), BRKR, DHR バイオ，病院，大学，CRO

Magnetic Sector Isotope Ratio，Double Focusing TMO, 日本電子 大学，環境，政府機関

ICP-MS Single Quad ICP-MS
Triple Quad ICP-MS 島津, A, TMO, 日立 電子・半導体，環境，政府機関

Leak Detector ━ 島津, IFCN, PFV, A 電子・半導体，環境，一般化学
その他 IMS, SIMS, Portable 等 ━

Total ━

Ⅲ．島津の質量分析事業
製品タイプ：島津の参入機種

TMO：Thermo Fisher Scientific, Inc.，DHR：Danaher Corporation，A：Agilent Technologies, Inc.，WAT：Waters Corporation，PKI：PerkinElmer, Inc.，BRKR：Bruker Corporation
IFCN：INFICON Holding AG，PFV：Pfeiffer Vacuum GmbH

2017年推定市場規模は$5.4 bil.（約5,900億円）。島津は豊富なラインアップで幅広い需要を取り込む。
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豊富なアプリケーションソフト・データベースを提供、ユーザーの利便性と質量分析計の付加価値向上を追求。

Ⅲ．島津の質量分析事業
アプリケーションソフト

＊食品
「GC/MS 食品中残留農薬
分析用メソッド
パッケージVer.2」

「LC/MS/MSメソッド
パッケージ
残留農薬Ver.3」

「LC/MS/MSメソッド
パッケージ
アミノグリコシド
抗生物質」

「LC/MS/MSメソッド
パッケージ
マイコトキシン」

＊環境
「Smart Environmental 
Database」

「フタル酸エステル
スクリーニング
システム」
※RoHS(II)指令

対応

「LC/MS/MSメソッド
パッケージ
水質農薬分析」

＊臨床
研究

「Neonatal Solution 
Ver.2.30(新生児代謝異常スクリー
ニング)」

＊医薬

＊ライフサイエンス

「Smart Metabolites 
Database」

「LC/MS/MSメソッド
パッケージ 一次
代謝物Ver.2」

「LC/MS/MSメソッド
パッケージ
脂質メディエータ
Ver.2」

「LC/MS/MSメソッド
パッケージ
細胞培養
プロファイリング」

＊薬毒
物

「GC/MS法薬毒物データベース
Quick-DB
GC/MS/MS
薬毒物データ
ベース」

「LC/MS/MS薬毒物迅速
スクリーニング
システムVer.2」

「LC/MS/MS薬毒物
データベース」

「多検体定量支援
ソフトウェア
LabSolutions
Insight」
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【中期経営計画：質量分析事業の成長戦略】

1)高分解能MSや迅速スクリーニング用MS等、製品ラインアップの拡充

2) AIやICTを用いた高度なデータ処理・解析によるエキスパートシステムの開発

3) MSの応用分野拡大による事業拡大（分子診断、細胞関連など）

Ⅲ．島津の質量分析事業
質量分析事業の成長戦略

増加額 増加率 CAGR
計測機器 2,530 2,092 438 20.9% 6.5%
　　内質量分析計(MS) 450 339 111 32.9% 9.9%

単位：億円
2020.3期
中計目標

2017.3期 2020.3期 vs 2017.3期


p.5, pl plan A

		【2020年3月期業績目標】
売上高 4,000億円以上，営業利益 450億円以上
営業利益率 11%以上，海外売上高比率 50%以上，ROE 10%以上 ネン ガツ キ ギョウセキ モクヒョウ ウリアゲ ダカ オクエン イジョウ エイギョウ リエキ オクエン イジョウ エイギョウ リエキ リツ イジョウ カイガイ ウリアゲ ダカ ヒリツ イジョウ イジョウ





		単位：億円 タンイ オクエン				2020.3期 目標 キ モクヒョウ		2017.3期 見込 キ ミコミ		増加額 ゾウ カ		増加率 ゾウ カ

		売上高				4,000以上 イジョウ		3,425		575		16.8%

		営業利益				450以上 イジョウ		371		79		25.0%

		　営業利益率				11%以上 イジョウ		10.8%		━

		海外売上高比率 カイガイ ウリアゲ ダカ ヒ				50%以上 イジョウ		49%		━



		ＲＯＥ				10%以上 イジョウ		10.8%		━



		期中平均為替レート キチュウ ヘイキン カワセ		US$		¥100.00		¥105.00		(¥5.00)		-4.8%

				€		¥110.00		¥117.00		(¥7.00)		-6.0%





p.6, segment pl plan

		【2020年3月期事業セグメント別売上高目標】 ジギョウ ベツ ウリアゲ ダカ

		単位：億円 タンイ オク エン		2020.3期 目標 キ モクヒョウ		2017.3期 キ		増加額 ゾウ カ		増加率 ゾウ カ リツ

		計測機器 ケイソク キキ		2,530		2,093		437		20.9%

		医用機器 イヨウ キキ		710		644		66		10.3%

		航空機器 コウクウ キキ		290		267		23		8.5%

		産業機器 サンギョウ キキ		400		362		38		10.6%

		その他 タ		70		60		10		17.1%

		合計 ゴウケイ		4,000		3,425		575		16.8%





p.7, sales plan by region

		【2020年3月期地域別売上高目標】 チイキ

		単位：億円 タンイ オクエン		2020.3期 目標 キ モクヒョウ		2017.3期 キ		増加額 ゾウ カ ガク		増加率 ゾウ カ リツ

		日本 ニホン		1,900		1,759		141		8.0%

		米州 ベイシュウ		550		425		125		29.4%

		　　内北米 ウチ ホクベイ		480		380		100		26.3%

		欧州 オウ シュウ		300		249		51		20.5%

		中国 チュウゴク		700		561		139		24.7%

		その他のアジア タ		440		330		110		33.5%

		　　内インド ウチ		140		97		43		44.8%

		その他 タ		110		101		9		9.2%

		合計 ゴウケイ		4,000		3,425		575		16.8%





p.8, profit structure

		【営業利益増加額：９０億円】 エイギョウ リエキ ゾウカ ガク オクエン

		単位：億円 タンイ オクエン

		項目 コウモク				額 ガク

		2017.3期営業利益見込 キ エイギョウ リエキ ミコミ				360

		増減要因 ゾウゲン ヨウイン		売上高拡大による売上総利益増 タカ カクダイ ウリアゲ ソウリエキ ゾウ		200

				採算率改善による売上総利益増 サイサン リツ カイゼン ウリアゲ ソウリエキ ゾウ		80

				販売費・一般管理費（除く戦略的投資）増加による利益減 ハンバイ ヒ イッパン カンリヒ ノゾ センリャクテキ トウシ ゾウカ リエキ ゲン		120

				戦略的投資拡大による利益減 センリャクテキ トウシ カクダイ リエキ ゲン		70

		2020.3期営業利益計画 キ エイギョウ リエキ ケイカク				450

		※営業利益率 1.0ポイント改善
　　　=売上総利益率 2.1ポイント改善+販売費・一管理費率 1.1ポイント悪化 エイギョウ リエキ リツ カイゼン ウリアゲ ソウリエキ リツ カイゼン ハンバイ ヒ イッ カンリ ヒ リツ アッカ







p.12, analytical plan

		単位：億円 タンイ オクエン		2020.3期
中計目標 キ チュウケイ モクヒョウ				2017.3期 キ		2020.3期 vs 2017.3期 キ キ

										増加額 ゾウ カ ガク		増加率 ゾウカ リツ		CAGR

		計測機器 ケイソク キキ		2,530				2,092		438		20.9%		6.5%

		　　内質量分析計(MS) ウチ シツリョウ ブンセキ ケイ		450				339		111		32.9%		9.9%





p.16, medical plan

		売上高
単位：億円 ウリアゲ ダカ タンイ オクエン		2020.3期 目標 キ モクヒョウ		2017.3期 見込 キ ミコミ		増加額 ゾウ カ		増加率 ゾウ カ リツ



		医用機器 イヨウ キキ		710		645		65		10.1%

		　　内血管撮影システム(CVS) ウチ ケッカン サツエイ		105		67		38		56.7%





p.18, aircraft equipment plan

		売上高
単位：億円 ウリアゲ ダカ タンイ オクエン		2020.3期 目標 キ モクヒョウ		2017.3期 見込 キ ミコミ		増加額 ゾウ カ		増加率 ゾウ カ リツ



		航空機器 コウクウ キキ		290		265		25		9.4%

		　　民間航空機器比率 ミンカン コウクウ キキ ヒリツ		25%		17%		8ポイント向上 コウジョウ

		産業機器 サンギョウ キキ		400		354		46		13.0%

		内ターボ分子ポンプ ウチ ブンシ		160		136		24		17.6%





p.19, industrial equipment plan

		売上高
単位：億円 ウリアゲ ダカ タンイ オクエン		2020.3期 目標 キ モクヒョウ		2017.3期 見込 キ ミコミ		増加額 ゾウ カ		増加率 ゾウ カ リツ



		産業機器 サンギョウ キキ		400		354		46		13.0%

		　　内ターボ分子ポンプ ウチ ブンシ		160		136		24		17.6%





p.21, north america plan

		売上高
単位：億円 ウリアゲ ダカ タンイ オクエン		2020.3期 目標 キ モクヒョウ		2017.3期 キ		増加額 ゾウ カ		増加率 ゾウ カ リツ



		北米 ホクベイ		480		380		100		26.3%





p.22, Europe

		売上高
単位：億円 ウリアゲ ダカ タンイ オクエン		2020.3期 目標 キ モクヒョウ		2017.3期 キ		増加額 ゾウ カ		増加率 ゾウ カ リツ



		欧州 オウ シュウ		300		249		51		20.5%





p.23, China

		売上高
単位：億円 ウリアゲ ダカ タンイ オクエン		2020.3期 目標 キ モクヒョウ		2017.3期 キ		増加額 ゾウ カ		増加率 ゾウ カ リツ



		中国 チュウゴク		700		561		139		24.7%





p.24, Other Asia

		売上高
単位：億円 ウリアゲ ダカ タンイ オクエン		2020.3期 目標 キ モクヒョウ		2017.3期 キ		増加額 ゾウ カ		増加率 ゾウ カ リツ



		その他のアジア タ		440		330		110		33.5%





pl comparison

		\ mil.				2020.3期 キ		2017.3期 キ		YoY額 ガク		YoY率 リツ

		売上高 ウリアゲ ダカ				400,000		350,000		50,000		14.3%

		売上原価 ウリアゲ ゲンカ				234,900		212,800		22,100		10.4%

		売上総利益 ウリアゲ ソウリエキ				165,100		137,200		27,900		20.3%

				総利益率 ソウリエキ リツ		41.3%		39.2%

		販売費・一般管理費 ハンバイ ヒ イッパン カンリヒ				120,100		101,200		18,900		18.7%

				販管比率 ハンカン ヒリツ		30.0%		28.9%

		内戦略的投資 ウチ センリャクテキ トウシ				22,100		15,300		6,800		44.4%

				戦略的投資比率 センリャクテキ トウシ ヒリツ		5.5%		4.4%

		営業利益 エイギョウ リエキ				45,000		36,000		9,000		25.0%

				OPM		11.3%		10.3%





foreign exchange rate

				May		Jun		Jul		Aug		Sep		Oct		Nov		Dec		Jan		Feb		Mar		Apr		aver.

				2016																2017

		$1		109.90		109.20		105.50		104.00		101.40		102.00		103.90		108.20		116.00		114.80		113.20				108.01

		€ 1		124.60		123.10		118.50		115.00		113.60		114.40		114.50		116.70		122.30		122.10		120.50				118.66

				2013																2014

		$1		97.80		101.10		97.50		99.80		97.90		99.30		97.90		100.10		103.50		104.00		102.20		102.30		100.28

		€ 1		127.20		131.20		128.60		130.60		130.40		132.40		133.50		135.00		141.70		141.50		139.50		141.50		134.43





investment

				2015.3		2016.3		2017.3		Total

		R&D		13,610		13,995		15,500		43,105

		Capital Investment		13,571		12,098		15,000		40,669

		Total		27,181		26,093		30,500		83,774





p.23, reserve, ASia

		売上高
単位：億円 ウリアゲ ダカ タンイ オクエン		2020.3期 目標 キ モクヒョウ		2017.3期 見込 キ ミコミ		増加額 ゾウ カ		増加率 ゾウ カ リツ



		中国 チュウゴク		680		582		98		16.8%

		その他のアジア タ		430		342		88		25.8%





p.3, segment sales

		単位：億円 タンイ オクエン		2017.3期 見込 キ ミコミ		2014.3期 キ		現中期経営計画 ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク		対2014.3期増減額・率 タイ キ ゾウゲンガク ガク ゾウガク リツ				対計画 タイ ケイカク

										額		率 リツ		額 ガク		達成率 タッセイ リツ

		計測機器 ケイソク キキ		2,170		1,822		2,150		348		19.1%		20		100.9%

		医用機器 イヨウ キキ		645		628		660		17		2.8%		(15)		97.7%

		航空機器 コウクウ キキ		265		266		245		(1)		-0.3%		20		108.2%

		産業機器 サンギョウ キキ		354		295		370		59		20.0%		(16)		95.7%

		その他 タ		66		65		75		1		2.1%		(9)		88.0%

		合計 ゴウケイ		3,500		3,075		3,500		425		13.8%		0		100.0%





p.4, geografical sales

		単位：億円 タンイ オクエン		2017.3期 見込 キ ミコミ		2014.3期 キ		現中期経営計画 ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク		対2014.3期増減額・率 タイ キ ゾウゲンガク ガク ゾウガク リツ				対計画差 タイ ケイカク サ

										額		率 リツ		額 ガク		達成率 タッセイ リツ

		日本 ニホン		1,791		1,644		1,660		147		8.9%		131		107.9%

		米州 ベイシュウ		419		371		440		48		12.9%		(21)		95.3%

		　内北米 ウチ ホクベイ		373		307		360		66		21.6%		13		103.6%

		欧州 オウ シュウ		259		238		300		21		8.9%		(41)		86.5%

		中国 チュウゴク		582		489		670		93		19.1%		(88)		86.9%

		その他のアジア タ		342		221		310		120		54.4%		32		110.3%

		その他 タ		107		112		120		(5)		-4.5%		(14)		88.8%

		合計 ゴウケイ		3,500		3,075		3,500		425		13.8%		0		100.0%





reserve, pl breakdown

		営業利益増加額：140億円 エイギョウ リエキ ゾウカ ガク オクエン

		単位：億円 タンイ オクエン

		項目 コウモク				額 ガク

		2017.3期営業利益見込 キ エイギョウ リエキ ミコミ				360

		増減要因 ゾウゲン ヨウイン		売上高拡大による総利益の増加 タカ カクダイ ソウリエキ ゾウ カ

				採算率改善による総利益の増加 サイサン リツ カイゼン ソウリエキ ゾウ カ

				コストダウン・経費低減等による効果 ケイヒ テイゲン トウ コウカ

				販売費・一般管理費増加の影響 ハンバイ ヒ イッパン カンリヒ ゾウカ エイキョウ		()

				その他 タ

		2020.3期営業利益計画 キ エイギョウ リエキ ケイカク				500

		※営業利益率 1.6ポイント改善
　=売上総利益率 ポイントX.X改善+販売費・一管理費率 X.Xポイント改善 エイギョウ リエキ リツ カイゼン ウリアゲ ソウリエキ リツ カイゼン ハンバイ ヒ イッ カンリ ヒ リツ カイゼン







reserve, advanced helth care

		売上高
単位：億円 ウリアゲ ダカ タンイ オクエン		テーマ		2020.3期 目標 キ モクヒョウ		2017.3期 見込 キ ミコミ		増加額・率 ゾウカ ガク リツ

										額 ガク		率 リツ

		臨床医の利便性を大幅に向上 リンショウイ リベンセイ オオハバ コウジョウ		微生物同定(MALDI-TOFMS) ビセイブツ ドウテイ		70		52		18		34.6%

				迅速病理診断(PESI-MS) ジンソク ビョウリ シンダン

				蛍光イメージング(LIGHTVISION) ケイコウ

				　〈新〉カテーテル採血検査 シン サイケツ ケンサ

		超早期検出 チョウソウキ ケンシュツ		バイオマーカー検査(がん・認知症) ケンサ ニンチショウ		20		2		18		x10

				乳がん検査(マンモPET) ニュウ ケンサ

				　〈新〉血管治療用透視装置(生体吸収用ステントに対応) シン ケッカン チリョウヨウ トウシ ソウチ セイタイ キュウシュウ ヨウ タイオウ

		創薬・治療の革新を支援 ソウヤク チリョウ カクシン シエン		血中薬物濃度検査 ケッチュウ ヤクブツ ノウド ケンサ		110		42		68		x2.6

				再生医療・創薬支援 サイセイ イリョウ ソウヤク シエン

				試薬キット(nSMOL) シヤク

				　〈新〉光免疫療法支援 (NIR-PIT) シン ヒカリ メンエキ リョウホウ シエン

		合計 ゴウケイ				200		96		104





reserve, advanced health care 2

		分野 ブンヤ		テーマ

		臨床医の利便性を大幅に向上 リンショウイ リベンセイ オオハバ コウジョウ		微生物同定(MALDI-TOFMS) ビセイブツ ドウテイ

				迅速病理診断(PESI-MS) ジンソク ビョウリ シンダン

				蛍光イメージング(LIGHTVISION) ケイコウ

				　〈新〉カテーテル採血検査 シン サイケツ ケンサ

		超早期検出 チョウソウキ ケンシュツ		バイオマーカー検査(がん・認知症) ケンサ ニンチショウ

				乳がん検査(マンモPET) ニュウ ケンサ

				　〈新〉血管治療用透視装置(生体吸収用ステントに対応) シン ケッカン チリョウヨウ トウシ ソウチ セイタイ キュウシュウ ヨウ タイオウ

		創薬・治療の革新を支援 ソウヤク チリョウ カクシン シエン		血中薬物濃度検査 ケッチュウ ヤクブツ ノウド ケンサ

				再生医療・創薬支援 サイセイ イリョウ ソウヤク シエン

				試薬キット(nSMOL) シヤク

				　〈新〉光免疫療法支援 (NIR-PIT) シン ヒカリ メンエキ リョウホウ シエン







reserve, reginal person plan

		単位：人
各欄右側は構成率 タンイ ニン カクランミギガワ コウセイ リツ		2020.3期 計画 キ ケイカク				2017.3期 見込 キ ミコミ				増加人・率 ゾウカ ジン リツ

												人 ジン		率 リツ

		日本 ニホン		7,898		59%		7,250		61%		648		8.9%

		米州 ベイシュウ		1,211		9%		999		8%		212		21.2%

		　　内北米 ウチ ホクベイ		865		6%		711		6%		154		21.7%

		欧州 オウ シュウ		1,026		8%		871		7%		155		17.8%

		中国 チュウゴク		2,049		15%		1,698		14%		351		20.7%

		その他のアジア タ		1,051		8%		832		7%		219		26.3%

		その他 タ		180		1%		159		1%		21		13.2%

		人員合計 ジンイン ゴウケイ		13,415		100%		11,809		100%		1,606		13.6%





reserve,regional person plan 2

		単位：人
各欄右側は構成率 タンイ ニン カクランミギガワ コウセイ リツ		2020.3期 計画 キ ケイカク				2017.3期 見込 キ ミコミ				増加人・率 ゾウカ ジン リツ

												人 ジン		率 リツ

		日本 ニホン		7,900		59%		7,250		61%		650		9.0%

		海外 カイガイ		5,500		41%		4,559		39%		941		20.6%

		人員合計 ジンイン ゴウケイ		13,400		100%		11,809		100%		1,591		13.5%





reserve, investment plan

		単位：億円 タンイ オクエン		2018.3期－2020.3期 目標 キ キ モクヒョウ		2015.3期－2017.3期 見込 キ キ ミコミ		増加額・率 ゾウカ ガク リツ

								額		率 リツ

		研究開発投資額 ケンキュウ カイハツ トウシ ガク		530		431		99		23.0%

		設備投資額 セツビ トウシ ガク		700		407		293		72.1%





reserve, M&A

				テーマ		M&Aの対象 タイショウ

		新規事業 シンキ ジギョウ		ヘルスケア分野でのトータルソリューションの提供 ブンヤ テイキョウ		計測：試薬・消耗品、前処理・後工程装置等 ケイソク シヤク ショウモウ ヒン マエショリ アトコウテイ ソウチ トウ

		製品 セイヒン		ラインアップの拡充 カクジュウ		計測・医用：イメージング機器等 ケイソク イヨウ キキ トウ

		販売・サービス ハンバイ		国内外での販路拡充 コクナイガイ ハンロ カクジュウ		計測・産業：アフターマーケット
医用：北米 ケイソク サンギョウ イヨウ ホクベイ
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Ⅲ．島津の質量分析事業
製品ラインアップの拡充 (1)：LCMS-9030 Q-TOF

Mass
Accuracy
Sensitivity
Speed

Launched the first Q-TOF at Jun, 2018!!
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1) 高分解能
信頼性の高い化合物同定を実現：分解能 ＞30,000 FWHM at m/z 1,972 

2) 高精度
高い質量精度を実現：質量制度 ＜ 1ppm at m/z 622.5662 

3) 高安定性
温度変化のある環境下での長時間連続運転に於いても高い質量精度を維持：6℃の温度変化環境下での24時間

連続運転でも質量精度1ppm維持
4) 高操作性

シンプルな操作性：LC､GC､四重極LCMS で実績、定評のあるソフトウエア「LabSolutions LCMS」を使用

Q-TOF 需要開拓分野

バイオ医薬品 バイオ医薬品特性解析、不純物同定等

一般構造解析 医薬品・化学合成物質の不純物構造解析等

食の安全・環境・法医学 未知の化合物のスクリーニング等

オミックス バイオマーカー探索等

Ⅲ．島津の質量分析事業
製品ラインアップの拡充 (2)：LCMS-9030 Q-TOF
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Effortless Performance
－高分解能・高質量精度・高感度の実現－

ファンネルMCP
検出器に到達したイオンをロス
なく検出

iRefTOFTM (特許)
電位分布を最適化した理想リフレ
クトロン.高分解能､高感度を実現

ハイスピードデジタイザ
最大100 Hzでの高速データ取得

UFgratingTM (特許)
高感度、高分解能を実現する
高強度微細格子電極

コリジョンセル

高精度温度コントロールシステム(特許)
安定した質量精度を長期間維持加熱型ESI

検出器

イオンビーム

〈 Q-TOF内部構造（リフレクトロン）〉

TOF：Time Of Flight
飛行時間型

イオンは一定距離を検出器
に向かって飛行、m/zの小
さいものから順に検出器に
到達．イオンが検出器に到
達するまでの時間を測定し
高精度なm/zが得られる

加速器

Ⅲ．島津の質量分析事業
製品ラインアップの拡充 (3)：LCMS-9030 Q-TOF
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2017年9月に探針による試料の直接イオン化で煩雑な前処理を不要にした｢DPiMS-2020｣を発売。
迅速な分析が求められる救急医療や法医学などの分野に展開｡
将来的には､がんなどの手術での使用(摘出部位の判定支援など)を目指す。
質量分析の新たなアプリケーションの確立を図る。

Ⅲ．島津の質量分析事業
製品ラインアップの拡充 (4):DPiMS-2020

〈探針エレクトロスプレーイオン化
質量分析計「DPiMS-2020」〉



2018.7 質量分析計事業説明会資料 242018.7 質量分析事業説明会資料

Ⅲ．島津の質量分析事業
応用分野拡大の取組み

なぜ質量分析か

1) 従来法に比べて偽陽性・偽陰性の割合が低い（関連分子を直接計測）
2) 多項目の同時検査が可能（対象分子を複数同時に計測）
3) 運用コストが低い（特殊な反応試薬を用いない）

☞ 麻薬検査・法中毒検査、またスポーツドーピングでは早くから質量分析が用いられている
☞ 運用コストは低いものの初期投資が高額、また操作・解析にスキルが必要などの課題がある

【IVD（体外診断）分野での質量分析の導入】
IVD In Vitro Diagnostics：血液・尿便・唾液などの検査（低侵襲なリキッドバイオプシー）による病気の診断

質量分析が既に導入されている検査

1) 新生児先天性代謝異常（NBS: New Born Screening）: 特定分析として保険適用
2) 治療薬物：薬物血中濃度測定による投薬管理として保険適用
3) 微生物検査：感染症原因細菌検査として保険適用
4) 内分泌物質テスト（ビタミンD・カテコールアミン）：LCMSが検査法として期待される
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Ⅲ．島津の質量分析事業
AIによるデータ処理自動化の取組み

〈短鎖脂肪酸の質量分析データ〉

AI の一つであるディープラーニングを活用し「自動ピークピッキング（ピークの幅や高さを読み取ること）」を
富士通㈱と共同開発中。経験・熟練に依存しない高精度かつ高速なデータ解析ソフトの実現を目指す。

一方で装置の高性能化により、取得できるデータ量が膨大になってきており、自動化による時間短縮や、経験・熟練を必要と
しない解析機能が求められている。

下記のMSクロマトグラムは「LC/MS/MSメソッドパッケージ 短鎖脂肪酸」を用い関連の21 成分を分析したもの。
多成分一斉分析の特長を活かし、このようなメタボロミクス(生体代謝物の網羅的解析)の分野でも質量分析の導入が進んでいる。
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Ⅳ．島津の質量分析事業
纏め

【今後の方向性】
1) 高感度・高分解能への不断の追求

⇒新規医薬品開発などのハイエンドニーズに応える

2) 装置の小型化、操作の簡易・省力化、AIによるデータ解析自動化の推進
⇒医療検査、品質管理などルーチン用途の拡大を推進
⇒スマートセルインダストリー（細胞生成物の産業利用）への展開

3) 豊富な質量分析アプリケーションの構築
⇒イノベーションセンターを中心に世界の需要に合致した共同開発の推進

4) 最先端ヘルスケア技術の開発
⇒ヘルスケアR&Dセンターを立ち上げ（2019.1竣工予定）

世界の研究者との共同研究を推進
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本説明資料に記載の将来の業績に関する内容は，経済情勢・為替・テクノロジーなど
様々な外部変動要素により，事前見通しと大きく異なる結果となることがあります。
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